ましたから、 日 野が ゥチ (阿久津の ことです。 ぼく は 

板前 見習い 兼 出前 もちです) へ つれてき て 彼女に タダ 

メ シをゴ チソゥ する ようになった わけです。 彼女の 食 

い つぶりが 日 野に 輪 を かけても の 凄く ァ ラレ もない こ 

と甚 しいので、 ト オサン は 一目み てひどく 同情して、 

もっと 食いね え 食いね えとい うわけ、 それ を また ガッ 

ガッと むさぼり 食う、 二人の 友情が かたく 結ばれた わ 

けです。 

ト オサンと 八千代 サン は 心 を 許す 親友に なりました 

が、 こまった ことに、 八千代 サン は、 本当に ト オサン 

に れて しまった のです。 ァ ラレ もな く ガッガ ッとタ 



ダメシ を 食う 小娘です から 惚れ ッ ぷりも 猛烈でした。 

ぼくが 見て いる 前 だとい うのに 堂々 とト オサンに 向つ 

て 自分の 処女 を 自由にして などと ただならぬ 目 ツキで 

口走る ものです から、 ト オサン も 狼狽して、 

「あなたの ような 可愛い 娘が かりにも 私の ような 者に 

そんな こと を 云って はいけ ない よ。 私 はもう 五十 五の 

オイ ボレ だし、 あなた はこれ からと いう 人生 じ やない 

か。 若い うち は 戸惑う y J とが ありがちで 変テ コな こと 

を 思いつく の は フシ ギ ではない かも 知れない が、 しか 

し、 あんまり、 ひどすぎる ぜ。 なァ、 八千代 サン。 あ 

なた、 ヒロ ポン やめな よ」 



生 はこれ からま だ 五十 年 も あるの だから、 一 生 を 決す 

る 大事に 一 年 や 二 年 考えた つて 長す ぎ やしないんだ」 

ト オサン は 真剣に 困りき つていた ようです が、 その 

とき 八千代 サンが 突然こう 叫んだ ものです。 

r ト オサン は 小夜 子 サンが 好きな のね！」 

これに は ぼくの 方が びっくり しました。 いったい、 

ト オサンが 小夜 子サ ンが 好きだ という こと を、 どこか 

ら 嗅ぎつ けたので しょう。 そんな こと はト オサンの 顔 

色に でた ことはありません し、 現にこう 八千代 サンが 

叫んだ ときです らト オサン はなん となく やや 重々 しく 

落着いて みせた だけで 眉の 毛 一 筋 だ つ て 動かし やしま 



中 入用の ハリ紙 をみ てこの 人が 訪ねて くれた 時には ト 

オサン も ぼく もび つくりし たもので、 

「ハキ ダメへ 鶴が おりる という こと は 申します が、 こ 

ん なチッ ボケな うす 汚い 安 料理屋へ あなたの ような 人 

が 働いたら おかしい や。 よした 方が いいです よ。 よそ 

の 立派な 店が いくら だ つ て 雇つ て くれます ぜ」 

ト オサン はむ だな こと を 云わさない と 云わん ばかり 

にこう 申した ものです が、 小夜 子 サン はこ こが 気に 

入った から 働かせて くれと 重ねて 云う のです。 

「ここの ど こが 気に入 つたんで す」 

「あなたが そんな ふうに W 有る からよ。 私 あんまり 



ません。 

「ゥ ン」 

と 答えて 三人 一 しょに 熱 海め ざして まッし ぐらです _ 

しかし、 もともと 小夜 子 サンと セ ラダが 死に 損った こ 

とに ついて 日 野と 八千代 サ ン までが 熱 海 へ龃 けつけ る 

必要 はない のです から、 ト オサン も 熱 海へ 近づいた じ 

ぶんから 弱り だして、 

「お前さん たち、 なんだ つて ノコ ノコつ いてき たんだ 

い」 

「ィャ だな、 切符 買って くれたく せに」 

「仕様が ねえな ァ、 来る こと もない くせに」 



ら、 その 一 夜の 出来事が ト オサン はじめ 一 同に 筒ぬ け 

になる にき ま つ てるの を 見ぬ いた 上での 演技なん です _ 

日 野に と つ てはト オサンの 信用 を 得て おく ことが まだ 

処世 上 必要です から、 慾 情 を ギセィ にしても、 トォサ 

ン の 気に入る ようにす る ことが 得策 だと 計算した にき 

まっています。 奴が 八千代 サン を 愛して るの は 確かで 

すが、 それ は 決して この 一人の 女と いうよう な 愛情で 

はなくて、 肉体 を もとめて いる だけの 愛情に すぎない 

のです。 

「八千代 サンの ォッ パイ はま だ 小さくて 堅い ね。 発育 

不完全と いうよりも、 ちょ ッと 不具者の 感じ だな」 



こうと いう 心の 働き は 誰に も あるか も 知れません が、 

奴の は その 最低 線が タダ メシ で、 その 週に 二三 回の タ 

ダメシ のために 愛慾 を ギセィ にで きる と いうので すか 

ら、 まるで タダメ シに身 を 売って いるよう な ものです _ 

働いて 生きぬ く 人間の 誇り なぞ はない のです。 シン か 

らの 乞食根性と 云う 以外に 適当な 表現 はな いんじゃな 

いかと 思われます。 

★ 

日 野 は 自分が タダ メシを 食う ばかりで はと 気に 病ん 



野 を 使う 仕事 だから タカが 知れて ると ぼく は 軽く ふん 

で いました。 

当日 セラ ダは法 本よりも 先に ゥチへ 到着した のです _ 

表で ャケに 自動車 をブ— ブ— 鳴らす 奴が あるので す。 

ニッも 鳴らせば わかる のに、 三ッ ぐらいず つ 五 回 も 八 

回 も 鳴らす ので、 さて は 二世の セラ ダだ なと ぼくたち 

に 判った ばかりでなく、 鼻持ちならぬ キ ザな 野郎に 相 

違ない と 見当が ついた 次第です。 

そこで 日 野と ぼく は 帳場の ノ レンの 隙間から この 人 

物 を 鑑定が てらの ぞいて 見て いたので すが、 小柄で 

デッ プリした 身体 を 重々 しく ノシ ノシと 現した セ ラダ 



で 隣人と ケン 力の あげく 隣人の 男子の 方 を 階段から 突 

き 落す ような こと を や つ たもので すから ホト ボリの さ 

める まで アバ ） ^へ 帰らない ことにして ゥチの 座敷に 

寝 泊 りして いたのです。 小夜 子 サン はこの 二 段と 同居 

ですから 我々 も 安心でした。 しかし フカの ようによ く 

眠る 二 段です から、 ト オサン はかえ つてた よりな がつ 

て いたよう です。 

ある 日の 午後、 小夜 子 サンの 亭主の 小 坂 信 一 一が 女房 

を さが し て きました が 、 それ は 熱 海 心中から 十日 ほど 

すぎての ことでした。 幸い 小夜 子 サン は 店先に いませ 

ん でした が、 彼の 訪れ を 知った 時の ト オサンの 形相 は 



く 小夜 子 サンが 単純な 死の 道づれ にす ぎなかった こと 

は 確かです。 

取調べ をう けた セラ ダは まだ 証拠が あがらなかった 

のか 放免され て、 その 足で さっそく ゥチ へやって きま 

した。 この ドサ クサに 自動車 を 売りとば す 必要が あつ 

たらしく、 テクで やって来 ましたが、 その 翌日の 夕方 

に はもう 別の 立派な 自動車で 乗りつ けて、 例によって 

ブ ー ブ ー とやけ に 鳴ら してお いてから 重々 しく 乗り y J 

ん できました。 

セ ラダ はいよ いよ 金に つまった らしく、 どこかに 隠 

してお いた 貴金属 類 十 ポンド ほど を 法 本の 事務所へ も 



ち こんで 現金に かえて くれる ようにた のんだ そうです 

「まさか 日本で 仕事 をした 品物じゃないだろう ね」 

と 法 本が ききます と、 セラ ダは ニヤ リと 笑って、 そ 

れには 答えず、 

「ネ ェ、 腕き きの 若い 社長 サン。 ポクと 日本で コレゃ 

ら ない？ キミ 相手み つける。 ボク、 やる。 フィフ 

ティ、 フィフ ティ (半分 半分)」 

ホン モノの ピストル を とりだして ギャングの マネ を 

してみ せた そうです。 

このと きすで に 法 本 は 彼が 法に よ つ て 死の 崖にまで 

追い つめられて いるら しいの を 日 野の 報告で 聞いて い 



「そうかい。 それじゃ ァ、 ま、 この こと は 他言 は 絶対 

無用 だぜ」 

法 本 はこう 日 野に 念 をお したそう です が、 以上 はま 

ァ法本 一流の 伏線、 小細工と 申す ものです。 小夜 子サ 

ン かどわかしの 場合の 要 心と、 また このように 釣糸 を 

たれて みて、 魚の グ アイ を さぐる ような 意味 もあった 

次第です。 

日 野 は そのころ 時々 金 まわりの よい ことがあつ てゥ 

チでメ —„ ^ルを あげる ことがあ リ ましたから、 果せる 

かな 酔つ ばらって、 この こと をト オサン やぼく に 語つ 

たもので す。 これ をき いて 膝 をう つて 喜んだ の はトォ 



たのです。 

小夜 子 サン を かくまう に は 元 貴族が 安全 だと は、 ふ 

ざけ ている ではありません か。 我々 の 場合、 かくまう 

と は 隠す こ とです。 隠す に 元 貴族 も 元 宮様 も 必要が あ 

る ものです か。 必要な の は ゼロ や X だけで はあり ませ 

んか。 いわん や、 わざわざ 元 貴族の ニセ モノ をつ くつ 

て、 そこに かくまう と は ナンセンスに すぎません。 

法 本 は 冷血な 悪魔です。 たくらみ だけで 生きて る 奴 

です。 もっとも、 ぼく も 同じような ものです し、 客 商 

売の ぼくらの 場合、 人殺しで もお 客 はお 客、 人 を 殺し 

て 盗んだ 金で もお 金 はお 金、 よけいな こと は 考え ませ 



ンを かくまう ことが 小夜 子 サン を かくまう 上等の 手段 

と 信じて いるの かい」 

「むろん 信じて いるよ」 

「じ ゃァ、 そうしなさい とト オサンに すすめて いるん 

だね」 

「すすめて いる ッ ていう わけ じ やない よ。 ぼく だって 

ニセ 貴族 を 仕立てる に つ いて 法 本に 相談 をう けたと き、 

ぼく はそう いう Y J と はで きないと 答えた Y J と は キミに 

も 話 をした じ やない か。 貴族に 心 当りが あれば とに か 

く、 ニセ 貴族 を 仕立てて まで ッ ての は、 なんとなく バ 

カバ 力し いような 気がした こと は 確か だからね」 



に不キ ゲンに な つて コソ コソと 消える ように ひッ こん 

でし まった のです。 

ところが 次に、 小夜 子 サン を かくまう まで もない よ 

うな 妙な 事が 起り ました。 小夜 子 サンが ト オサン を 誘 

いだして 二人で 行方不明 になった のです。 

セラ ダは 所持金が 少 くな つたから、 一 そう ャケに 札 

を クシ ャ /\ わしづかみ にして 小夜 子 サンに チップ を 

はずみました。 おかげで 小夜 子 サン はちよ ッ とした 成 

金気 分に なって、 ナギナ タニ段 嬢 なぞ も コンパクト や 

セ ー タ ー なぞお ごっても らい、 彼女が 実は ナギ ナタょ 

り も コンパクトが 好きであった こと なぞが 実証され て 



浮世に は 意外に 怪異が 少 いこと なぞ も 納得せ ざ る を 得 

なかった のです。 

成金 気分の 結果と して 小夜 子 サン は 職業 上の 習性に 

反逆し ツバ メを つれて 旅に でて みたい ような 誘惑に か 

られ たの かも 知れません。 ト オサンに 向って 銀座へ 映 

画 を 見に 行きましょうと 誘った の は、 銀座の 一 語に 

よ つ てト オサンの 調理場 装束 を 脱がせる 策略に ほかな 

ら なかった のです。 

結局 二人 は 銀座で はなく、 大きな 山脈 をつ きぬけて、 

日本海の 海岸へ でて しまいました。 そこ は 直江津 とい 

う 海 3 一 干でした。 晴れて いれば 佐 渡 も 見える はずでした 



小夜 子 サン は 熱に つかれて ゥ トウ トし、 ふと 目が さ 

める と、 いつも そこに ト オサンが いるので、 うれしく 

思いました。 いつも 真剣に ジッ とひ かえて いるので す _ 

それ は ほとんど 有りうべ からざる ような 珍しい 現象と 

して 小夜 子 サン を たのしませ、 ふと 目が さめる のがた 

のしみ になった ほどです が、 あるいは 寝て いる 最中に 

口笛 を 吹く と 夢の 中に ト オサンが でて くるので はない 

か なぞと 考え、 ト オサンと 忠犬 を 混同して 考える よう 

な 失敬な 空想に ふける ことが 多かった のです。 

この 最中に、 東京 は 東京で 異変が 起って いたので し 



, J れは 便所 へ 行って ハン ドバ ッ グ の 中から 注射器 をと 

リ だして 戦闘 準備の ヒロ ポン をう つため でした。 そう 

と は 知らぬ セ ラダが ひどく 浮かない顔 をしても う 自殺 

以外に 手がない ような ふさぎ 方 をして いると ころへ、 

イソ イソと 八千代 サンが 戻って きて、 

「どうも 失礼。 いただく わ」 

と 云つ てハ イボ— ルのコ ップ をと つ てキュ ー と 一 息 

に 飲み ほした ものです から、 セラ ダは 茫然、 つづいて 

狂喜 雀躍、 ただもう むやみに 両手 を すりあわせ 肩 を ゆ 

す つ て 相好 をく ずしました。 

「ァリ ガト。 ァリ ガト。 八千代 サン。 アナ タ、 ス テキ 



です」 

自分で バ— へ とんで 行って ダブルの ハ イボ— ル をつ 

くって きました。 ちょうど そこへ 日 野が 注文して おい 

た 八千代 サンと 二人分の ビフテキ を ナギナ タニ段 嬢が 

運んで きたので すが、 すっかり むくれた 日 野 は ビフテ 

キー 一枚と もとり あげて 両手に 捧げて 別の テ ー ブルへ 移 

転です。 これ を そのまま 見送る わけに いきません。 八 

千代 サ ン の 胃袋 は 空腹 のた め 思念 もとま れば 視力 も 薄 

れ 失心 状態 も 起り かねない ほど 急迫して いたから です- 

八千代 サン は 日 野の テ— ブルに せまりました。 その 執 

拗な 攻撃力 を 熟知して いる 日 野 は 両手 を ひろげて 二 枚 



ぐていの 渴仰ゃ 共鳴 を 深めた と しても フシ ギとは 思わ 

れ ないから です。 

いわば セ ラダに 対する 友情 だけ はわり あい 純粋な も 

のではなかった かと 思われます。 

むろん そ の 余徳と して セ ラダが ジ ャ ンジ ャ ンぉ) J つ 

て くれる ような 望外な こと もありまして、 彼 はてれ て 

ニヤ ニヤす る ほど 満悦の 様子で はあり ましたが、 それ 

は 友情の 結果であって、 出発ではなかった ようです。 

だいたい セラ ダは 気に入った 女の子に は大サ ー ビス 

します が、 縁 も ユカリ もない 野郎 なぞに は 決して サ ー 

ビスし ない タチ でした。 彼 は 野郎 どもに 対して は 特に 



他人が 見る と 百鬼夜行の 中から 一 番ダ ラシの ない の 

が 一 一匹 ハミ だして メ ） ^ルを あげてい るよう な もので 

そこに 純粋の 友情が 育まれて 二人の 胸が シッ 力と 結ば 

れ ている こと なぞ は、 当人 以外に 分り ッ こなかった の 

です。 

時が 長び くと セ ラダが 勝手に ギャング か 自殺の 一 ッ 

を 選んで とびこむ のが 明白です から、 ついに 法 本 は ひ 

そかに セラ ダを 事務所に 招 じて、 ギャングの 実行に か 

かった のです。 勿論 席に はセ ラダの ほかに は 法 本の 腹 

心ば かりで、 日 野 は 加えられて おりません。 日 野はャ 

ケクソ の 孤独 人です から、 自分の 腹心と して 日 野の 参 



「ヮタ シタチ のた のしい 生活、 長く つづく ね。 チェリ 

ォ」 

セラ ダは 至って 好キ ゲンでした。 日 野 は それに 劣ら 

ず大 満悦で、 胸が ワク ワクす るよう なた のし さでした。 

西洋 料理店で 珍味の 到来 を ま つ 子供の あのた のしい 心 

境でした。 

「成功 を まつ」 

「OK。 チェ リオ」 

それより 例の 如くに メ J ^ルを あげて 両名 は 飲め や 

笑え やです。 毎晩が 最高潮に 達して いるので すから、 

いつもに まして、 という わけに は 参りません が、 賑ゃ 



かなこと でした。 こうして 翌日、 セ ラダ はさす がに 緊 

張と、 しかし 勇気 リンリン 武者ぶ るい をして 戦線に つ 

いたわけ です。 

その 日の 午後 一 一時 前後に 池 袋の 某 金融 金庫 をで て 練 

馬方 面へ 向う 自動車が あつたの です。 この 車に 二 千万 

円の 現金 入りの 袋が つみこまれ ています。 これ はさる 

事業に 用いる 金で、 この 事業に は 法 本が 関係して いま 

した。 この 日の 金の 現送 は 法 本 ほか 十 名 ほどの 人が 知 

る だけです。 法 本 も 練 馬の 方で この 金の 到着 を 待って 

いる 一 人でした。 

ところがい つまで 待っても この 金 は 来ませんでした _ 



窮屈な ところで しょうか。 茶の 湯 ゃ活花 の 類が 常に の 

しか かるよう な 感じが し、 それ をト オサンが 決して 強 

制しない のに、 どうも 茶の み 話の 玄妙に 心が いじけて 

いけなくな つていた のです。 便所の 中で ちょ ッと 頭痛 

がする ような 苦痛 を 覚えた のです。 

小夜 子 サンが まさに 便所から 出て 来たと たんでした。 

ブ —ブ —ブ ー と 景気よ く 自動車が 鳴りた てました。 む 

ろん セ ラダに きまって ます。 小夜 子 サン は 解放感で フ 

ラフラし ました。 たった それだけの ことです。 そこへ 

セ ラダが 本日 f ^ そ はと 意気 高ら かに 乗り こんで きて、 

寝み だれ 姿 も 物 か は、 いきなり 哀願 泣訴の 意気 ごみ を 



リ 安全な の は 誰の 手 もとに も 盗んだ 現金 を もたない こ 

と で 、 やむ を 得ず 涙 を のんで セ ラダ の 豪遊 を 見て 見ぬ 

フリの 切な さでした。 むろん セ ラダの 豪遊 先、 阿久津 

や 熱 海へ 顔 を だす こと もで きません。 このような 豪遊 

人士と ツキ アイが ある なぞと 判明して は 一 大事で、 幸 

ぃセ ラダ は 二世 だから、 離れて いる 限り その ツナ ガリ 

を 看破され る 心配 はない 様子でした。 

しかし 法 本 も 金に つまって いたのです。 一年の 大晦 

日 もせ まって きました し、 多少の 危険 は あるに しても、 

ノン ピリして はいられません。 しらべて みると、 セラ 

ダは 週末) J とに 小夜 子 サンと 熱 海へ 行って いるので す。 



ラダの 車に のりました。 セ ラダの 宿へ 行く ためにです _ 

セラ ダは 彼ら を 疑って いません でした。 彼らが 半分 半 

分の 分け前 を とりにく るの は 当然で、 どうして とりに 

こない のかと フシ ギが つていた ほどです から。 

しかし セ ラダの 車 は 宿へ 行かずに 来の 宮 から 十 国 峠 

の 方へ 登つ て 行きました。 その 車から やや 離れても う 

一台の 自動車が 走って いるの は、 それが 法 本 一味の 自 

動 車です。 セラ ダは 自分の 車の 中で 法 本と も 一人の 人 

物に ピストルで 脅迫され て 渋々 云う ままに 運転せ ざる 

を 得な か つたので す。 

セ ラダ は その ポケ ットの ピストルと アバ —， ^の カギ 



を とられました。 次に ちょうど よろしい あたりで 頭 を 

うたれ て 死に、 法 本 は 自分の ピストルに セ ラダの 指紋 

をつ けて 車中に 投げす て、 ハンドル をき つて 車 は 屍体 

をのせ たま 、 谷底へ すべ り 落ちて しま つたので す。 

そして 彼ら は 自分の 車に のりこんで、 いったん 熱 海 

へ 戻って から 東京へ 戻りました。 その 夜のう ちに、 セ 

ラダの アバ— トの 現金 は どこかへ 運び去られて しまつ 

たのでした。 セ ラダの 車 は 翌日 発見され て、 セ ラダの 

経歴が 分っての ちに 一 応 自殺と して 事件 は 打ち切りと 

なった のです。 

セ ラダ の 死後、 小夜 子サ ン は 出頭 を 命ぜ られて M P 
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